
1月 16日（木）学校生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マニュアル化も良し悪し】 

教科書、テストなどのデジタル化。指導書やワークシート、資料などデジタルの付録があり、指導者への

配慮が至れり尽くせりで省力化されていますね。効率化が先行している中で、時には手作り教材を作

成したり、子どもの活動、体験に時間をかけて調べたり、考えたりする場面がほしくなり寂しさを感じる

近頃の世の中です。学校の中に手作りがある来住小学校の環境に心の安心、温かさを感じます。 

 

昼休み２階にいると突然、地震でものすごく揺れ様々なも

のが落ち、割れるような音が聞こえました。(避難訓練です)

子どもたちは、何も知らずに楽しく運動場でサッカーをした

り、鬼ごっこをしたりしていました。もちろん教室で静かに本

を読んだり友達とおしゃべりしたりする姿もありました。そん

な雰囲気の中での突然の音に子どもたちは、「地震やー」

と言って、すぐ机の下に隠れたり、建物から離れた運動場

等の中央に集まり丸まっているではありませんか。 

運動場の様子は、２階か

ら撮影しました。地震の音

がなるなり、子どもたち

は、声を掛け合いながら、

急いで建物から離れた所

へ集まり、頭を隠して、しゃ

がんでいます。 

体育館で遊んでいた子

どもたちの様子です。 
揺れが収まり、職員が点検をすると、児童昇降口

は通れない状況となっています。それを伝えると

子どもたちは、近くにいた職員の指示に従い気を

付けながら避難しています。 無事、全員が避難 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校生で防災学習 

「この数字は何

でしょう」の問い

に近くの人と話し

合っています。 

           

         

           

            
子どもたちの真剣なまなざし。何を考え、思

いながら地震の様子の映像をみているでし

ょうか。体育館から教室に戻った子どもたち

の学びです。 

２年生の教室 

１年生の教室 

４年生振り返り 

復興した神戸の

様子を写真でみ

て、たくさんの時

間がかかり、みん

なが前向きに助

けあってきたこと

も気づきました。 

いつどこで、どんな地震が起きる

か分からない。自分の命は自分

で守るために何ができるか。 


